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[bookmark: _Hlk112662118]第83回　発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録（案）

1．日時	：2023年12月15日（金）13:30～15:20
2．場所	：WebexによるWeb会議
3．出席者：委員10名、欠席者2名、オブザーバー4名
橋爪委員長（東北大）、中平副委員長（QST）、鈴木幹事（日立）、戸張(QST)、
中曽根（東京理科大）、一ノ瀬（レゾナック・テクノサービス）、澁鍬（IHI）、稲垣(東芝ESS) 、山田（金属技研）、折田(三菱重工)
欠席者：中田（金沢工大）、中村(IHI検査計測) 、
オブザーバー：坂本(QST)、宇藤(QST)、石川（QST）、中嶋(NAT)
（以上敬称略）

4.配布資料
資料83-1	第83回核融合専門委員会議事次第（案）
資料83-2	第83回核融合専門委員会配布資料リスト
資料83-3	第82回発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録（案）
資料83-4	材料専門委員会資料（NBI絶縁体構造規格-材料関連規格のレビュー総括）の更新
資料83-5	第107回発電用設備規格委員会議事録案
資料83-6	核融合専門委員会書面投票No.49の結果
資料83-7	NBI絶縁円筒規格の規格委員会への上程について
資料83-8	ITER状況報告
資料83-9	原型炉計画の概要と状況
資料83-10	非金属構造物分科会委員について
資料83-10-1	非金属構造物分科会委員名簿
資料83-11	核融合専門委員会委員名簿

5. 議事
(1) 開会
橋爪委員長より開会が宣言された。

(2) 議事次第、配布資料確認 【資料83-1、83-2】
議事次第案の確認、および配付資料に過不足がないことを確認した。

(3) 前回議事録案の承認 【資料83-3、83-4】
第82回発電用設備規格委員会 核融合専門委員会議事録（案）の確認を行った。事前確認の際にはコメント無く、他にコメントがあれば本会終了までに連絡頂くこととした。（特段のコメントは無く、同議事録案は承認された。）
なお、議事録中の宿題事項であった 「材料専門委員会の最終報告書類には、了承いただいた事項に全て”拝承”を記載するよう依頼」 について、資料83-4により、最終報告書類に反映されたこと、時系列の記録の記載もあることの報告があった。

(4) 報告事項
(4-1) 第107回発電用設備規格委員会報告 【資料83-5】
戸張委員より、2023年9月20日(水)に開催された第107回規格委員会において、核融合専門委員会委員長選挙の結果を報告したこと、再任について上申した核融合専門委員の再任が承認されたこと、第83回核融合専門委員会の協議内容を報告したことの説明がなされた。
なお、第107回規格委員会議事録案(資料83-5)に記載されている核融合専門委員会の再任者は、前回の記載そのままとなっており、中田委員、折田委員に修正するようJSME事務局に要請済との報告がなされた。

(4-2) 核融合専門委員会書面投票No.49の結果 【資料83-6】
戸張委員より、「NBI高電圧ブッシング用絶縁円筒構造規格及び技術背景（案）」の承認に係る投票結果について、委員総数12名全員の賛成が得られ、規約に基づき可決されたとの説明がなされた。

(4-3) NBI絶縁円筒規格の規格委員会への上程について 【資料83-7】
戸張委員より、NBI絶縁円筒規格の規格委員会への上程の進め方として、12月21日開催の第108回規格委員会で上程の予告をすること、規格委員会で説明する資料は次回第84回核融合専門委員会において承認いただき、2024年3月開催の第109回規格委員会に提示し、書面投票を依頼する予定であること等の説明がなされた。
説明資料について、材料専門委員会とのやりとり含め、プロセス上の齟齬が無いことを示す資料を追加するようコメントがあった。
また、マグネット規格の編集上の修正案についても、同様のタイミングで上程することが提案され、進め方を検討することとなった。

(4-4) ITER状況報告 【資料83-8】
中平副委員長より、JSMEのマグネット構造規格を使用して製作したITER TFコイルの全数引き渡しが完了したこと、ITER組立状況、JT-60SA状況の報告がなされた。

(4-5) 原型炉計画の概要と状況 【資料83-9】
戸張委員より、10月26日開催の規格委員会幹事会において、核融合に関する話題が最近多く注目度が高まっていることから、核融合専門委員会としての今後の取組みについて質問があったことの報告がなされた。また、中平副委員長より、核融合専門委員会の今後の活動の一つとして、原型炉に関することが考えられるので、今回の報告を企画したとの説明がなされた。規格委員会への報告は、別途協議することとなった。
続けて、QST坂本氏より、原型炉計画の概要と状況について報告がなされ、照射の影響等、規格の元となるデータが無いことが課題である等のコメントがあった。今後、QST内で方針等をまとめ、随時報告することとなった。

(5） 審議事項
[bookmark: _Hlk119941704]（5-1） 委員の新任・再任・退任
1 非金属構造物分科会委員の再任【資料83-10】
· 戸張委員の再任が承認された。

(6)　その他
(6-1) 次回日程
次回の第84回核融合専門委員会は、2024年3月6日(水)を予定とし、Web会議で実施することとした。

以上
3

